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Ｄ 【小学校 社会】

小城市立砥川小学校 教諭 内田 明

要 旨

本研究は，児童の学習意欲を喚起し，資料から正確に情報を読み取らせ，円滑なコミュニケーシ

ョン活動を行わせる。その中で気付きや考えを吟味させ，理解を深めさせるための効果的なＩＣＴ

活用方法について研究したものである。その手立てとして，児童の学習意欲をかき立てるためのマ

ルチメディアコンテンツの活用や教材提示の工夫を行い，児童に気付きや考えをもたせるようにし

た。また，児童にＩＣＴ機器を使用させ，円滑なコミュニケーション活動を実現した。さらに動画

等の視聴やテレビ会議の実施により，児童の実感的理解を促し，知識を定着させることができた。

〈キーワード〉 ①ＩＣＴ機器 ②マルチメディア教材 ③教材提示の工夫

④コミュニケーション

１ 研究の目標

社会科の学習において，児童が学習意欲を高め，気付きや意見をもち，理解を深めていくためのＩ

ＣＴ機器の活用の在り方を探る。

２ 目標設定の理由

高度情報化社会の進展の中で，学校教育においても積極的かつ効果的なＩＣＴ（情報コミュニケー

ション技術）の活用が求められている。佐賀県内の小学校においても，校内ＬＡＮの整備が進み，普

通教室で手軽にＩＣＴを活用した授業をするための環境が整いつつある。

平成11年発行の小学校社会科学習指導要領解説には，観察・資料活用の技能・表現と，社会的な思

考・判断の２つの能力目標が示されている。しかし，多くの授業では，ごく一部の児童の気付きを基

に教師が説明を加えるだけで終わってしまい，個々の児童に，資料を読み取る力や考える力を育てき

れていない実態がある。普段，教科書や資料集を読みながら社会科の学習を進めていると，「児童全

員が目的の資料を見ているとは限らない。」「見ていてもその資料のどの部分に着目すればよいか分

かっていない。」「資料から何が言えるのかを考えていない。」などが原因と考えられる。

そこで，動画視聴などで視覚的にとらえさせることで，児童が問題を追及したいという気持ちにさ

せる。また，児童が資料をより読み取りやすくするために，拡大提示などで資料の提示方法を工夫す

る。さらに，考える段階において，コミュニケーションの道具ともなる，ＩＣＴ機器とマルチメディ

ア教材の普通教室での効果的な活用法について研究を行うことにした。そのことで，児童に学習に対

する興味をもたせ，資料を活用してより多くのことに気付かせ，他者の気付きや考えに触れさせるこ

とができる。その中で自分の考えを吟味・確認させることで，理解を深めさせられるのではないかと

考え，本研究の目標を設定した。

３ 研究の仮説

小学校社会科の授業において，ＩＣＴ機器の特性を踏まえ，その機器とマルチメディア教材を指導

のねらいに応じ活用する指導方法の改善を図れば，児童の学習意欲が高まり，理解が深まるであろう。

４ 研究の内容と方法

(1) ＩＣＴを活用した授業実践と社会科について，文献や資料を基に理論研究を行う。

(2) 検証授業で使用するマルチメディア教材と，児童対象のアンケートによる意識調査を作成する。
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(3) 仮説に基づいて，所属校の５年生の学級で検証授業と意識調査，単元テストを行う。

(4) 授業，意識調査，単元テストの結果を基に，仮説の有効性を考察し，研究のまとめを行う。

５ 研究の実際

(1) 文献による理論研究

社会科では，他者とのコミュニケーション活動を活発にすることが非常に重要である。片山宗二

は，「社会科は，人と人との『かかわり』を通して学習問題を追及していく教科である。さらに，

子どもたちどうしが『かかわり』ながら学んでいく教科である。授業の中で，調べたり学んだりし

たことを共有し合って，互いの思いや考えを練り合わせて，吟味し合い，新たな生きた知識として

獲得していくことが重要である。」 と述べている。コミュニケーション活動を活発にすることが，１）

児童の学力を高める重要な要素になるということを念頭に置き，そこに至るための有効な手立てと

して，ＩＣＴ機器とマルチメディア教材の活用を考えた。

(2) 研究の全体構想と検証について

コミュニケーション活動を活発にするためには，児童に学習への意欲と問題意識があり，それを

基に調べさせ，自分なりの気付きや考えをもたせることが必要である。

そこでまず，教師が授業でＩＣＴ機器を介した画像，合成写真，学習用ソフトウエア，インター

ネット上のライブカメラ映像や解説のない動画クリップなどのマルチメディア教材を提示する。そ

のことにより，児童が学習問題を追及したくなるよう意欲を喚起した（検証Ⅰ：ＩＣＴの活用によ

る興味・関心及び意欲の高まり）。

また，資料の拡大提示・部分拡大やマーキングなど資料提示方法の工夫をする。そのことにより，

問題の焦点化，共有化が図られ，児童に気付きや考えをもたせやすくすることができると考えた

（検証Ⅱ：ＩＣＴの活用による資料活用技能の高まり）。

さらに互いの気付きや考えを練り合わせる段階では，児童相互の円滑なコミュニケーションを助

けるツールとして，書画カメラや電子情報ボードを活用した表現活動を児童に行わせる。そのこと

により，気付きや考えの共有化を図り，児童に自分の考えを吟味させた（検証Ⅲ：ＩＣＴ機器を活

用し児童にコミュニケーション活動を行わせることによる思考力・判断力の高まり）。

そして，授業のまとめでインターネット上の解説付き動画クリップやアニメーションの視聴をさ

せたり，今まで積み上げてきた疑問点を解決するためのテレビ会議を行わせたりした。そのことに

より，児童に実感を伴った理解をさせることができると考えた（検証Ⅳ：動画視聴，テレビ会議の

実施による知識・理解の定着）。

以上，社会科の４観点ごとに検証を行うこととした。

(3) 児童の実態調査

検証授業を実施した本校対象児童22名対象の事前アンケートでは，社会科を「余り楽しくない」

「全く楽しくない」と答えた児童が11名で，社会科に対する興味・関心及び意欲が高いとはいえな

い。また，学習中に「驚いたこと」「不思議に思うこと」があると答えた児童は19名だが，自分の

気付きを友達に伝えているという児童は６名しかいない。これらのことから，疑問に思うことはあ

るが，自分の気付きや考えを伝え合い吟味する経験が余りなく，ごく一部の児童の発表や教師の説

明を聞くだけで学習を終えているのではないかと推測された。

「気候のちがいは，どうくらしを変えているの」で，新潟県十日町市を例に雪国の暮らしについ

て検証授業を行うに先立ち，児童22名に「雪国」と聞いてどういうイメージをもっているか聞いて

みた。「寒い」が16名，「雪」が14名，「１年中雪が降る」が４名，「スキー」が２名いた。気候

的な特徴に関するものがほとんどで，雪国の人々の暮らしや工夫についてはイメージや知識を余り
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もっていないという実態であった。

(4) 授業の実際

イ 検証授業１／５

前述の実態調査から分かるように，本学級の児童は，雪国

に対するイメージを余りもっていなかった。そこで，Google

Earth ™ 地図サービス（世界中の土地の衛星写真を，様々な

角度から立体的に閲覧することができる）や，自分たちの学

校に新潟と同じ雪が降ったらどうなるかをイメージさせる合

成写真（図１），ライブカメラによる雪国のリアルタイム映

像，インターネット上の，あえて解説がない動画クリップを

見せた。そのことで，雪国の地形や気候の特色，生活の様子

に興味・関心をもたせるようにした。

また，佐賀と新潟県十日町市の気温と降水量のグラフを電

子情報ボード上に提示し，さらに，資料の一部分を拡大提示

することで（図２），資料のどこに着目すればよいかを明確

に示し，正確に情報を読み取らせるようにした。

ウ 検証授業２／５，３／５

雪から生活を守るための工夫や，雪を積極的に利用した生

活について，資料を基に調べさせながら授業を進

めた。

雪下ろしをする理由を理解させるために，雪の

重さを実感させる自作のフラッシュアニメーショ

ンを見せた。

資料提示の工夫としては，児童が資料を見る視

点を明確にするために，例えば，雪国の家の屋根

と佐賀の屋根など，違いを比べることができる写真資料を，プロジェクタを使って電子情報ボー

ド上に拡大提示し，マーキングした（図３）。

また，児童に，電子情報ボード上に提示された資料に自分の気付いた箇所をマーキングさせな

図２ 気候と降水量のグラフの

部分拡大提示

図３ 資料にマーキング

ア 単元計画と検証計画（全10時間，○印は実施した検証）
時 数 学 習 内 容 検証Ⅰ 検証Ⅱ 検証Ⅲ 検証Ⅳ

第１時 気候と生活との関係に関心をもつ

第２時 雪国の気候を調べ，生活との関係

（検証授業１／５） について問題意識をもつ

第３時 雪から生活を守る工夫について調

（検証授業２／５） べる

第４時 雪の利活用について調べる

（検証授業３／５）

第５時 気候を生かした産業について調べ

る

第６時 気候を生かした産業について調べ

（検証授業４／５） たことを発表する

第７時 テレビ会議での質問事項を検討す

る

第８時 新潟県立歴史博物館とテレビ会議

（検証授業５／５） を行い，疑問点を解決する

第９，10時 新聞を作り，学習をまとめる

図１ 合成写真

学 校 に 雪

が ・ ・ ・

３メートル

積もった！
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がら具体的に発表させることで，児童個人の気付きをより分かりや

すく学級全体で共有し，自分の気付きを吟味させる材料とした（図

４）。ペンの色や太さを自由に変えることができ，間違っても何度

でも書き直しが可能なので，ときには教師がアドバイスをしなが

ら，発表が分かりやすくなるように児童にマーキングをさせた。さ

らに，児童がマーキングした資料もそのまま保存，編集，印刷し

て，学習の振り返りに活用した。

授業の終末に，自分たちが考えたことを最終的に確認し，知識と

して定着させるために，ＮＨＫ学校放送オンライン「日本とことん

見聞録」内の解説付き動画クリップを視聴させた。

エ 検証授業４／５

雪国で盛んな産業と，その理由を調べさせ，ワークシート

に記入させたものをそのまま書画カメラでスクリーンに映

し，ミニ発表会を行った（図５）。発表する児童は，画面を

指しながら具体的に説明することができるので，自分の考え

を伝えやすかった。聞く児童も，スクリーン全体に拡大され

た資料を見ながら説明を聞くことができるので，分かりやす

かった。機器を介したコミュニケーション活動により，友達

の様々な考えに触れることで，児童が自分の考えを吟味する

機会となった。

オ 検証授業５／５

今まで学習してきた中で解決していない疑問を，新潟県立

歴史博物館の学芸員とテレビ会議（ＥＤＱテレビ会議システ

ムを利用）を行い質問することで解決させることをねらった

（図６）。児童同士の交流ではないので，質問事項を事前に

決めておくだけで，特に会議の練習をさせる必要はなかっ

た。学芸員の方が，実際に雪が積もっているリアルタイムの

映像や，実物などの資料を見せながら説明することで，児童

の実感を伴った理解につながるよう留意した。

(5) 検証ごとの考察

ア 検証Ⅰ：ＩＣＴの活用による興味・関心及び意欲の高まり

授業実践後のアンケートには，「Google Earthの地図

は，実物を見ているようで感心した。」「合成写真がと

ても面白かった。」「雪国の動画には見たことのない機

械がたくさんあった。」「パソコンを使った勉強はやる

気が出る。」「気付いたことをたくさんノートにメモす

ることができた。」など，興味・関心及び意欲の高まり

が感じられる感想が多数書かれていた。また，授業実践

前と実践後のアンケート結果を分析したところ，社会科の学習を楽しいと感じている児童が，大

変・少しを合わせて11人から21人に増えていた（図７）。これらのことから，児童の興味・関心

及び意欲を高めることができたと考えられる。

イ 検証Ⅱ：ＩＣＴの活用による資料活用技能の高まり

図４ 児童が説明

図５ 書画カメラで発表会

図６ テレビ会議の様子

図７ 学習意欲の高まり
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図８は，児童に，佐賀と新潟県十日町市の月別平年気温と

降水量のグラフを比較させた際の気付きについてのデータで

ある。平年気温，年間降水量，夏期の気温，冬季の気温，夏

期の降水量，冬季の降水量，以上６つの要素について違いを

正しく読み取っているものを，「正確な気付き」とした。資

料を読み取らせるための手立てとして，資料の拡大提示や，

注目するべき箇所の部分拡大提示，マーキングを行い，グラ

フの基本的な見方を学ばせた。その後，２つのグラフの比較をさせた。そのことで，グラフを読み取

る視点が明確になり，正確な情報を読み取らせることができたと考える。また，プロジェクタとスク

リーンを使った拡大提示は，資料の準備が簡単かつ短時間で済むこと，経済性，資料の持ち運びの簡

単さや保存性，資料提示の素早い切り替え，大きく鮮明なので分かりやすいなど，教師側・児童側双

方にとって，紙媒体の資料やＯＨＰを使うよりも大きなメリットがあった。拡大提示とマーキングは，

プロジェクタと，ホワイトボードや，ペンで書き込み可能なスクリーンがあれば汎用可能となる。さ

らに，電子情報ボードを使用し，マーキングしたものを自由に動かしたり，書き直したりすることで，

資料を読み取る視点を分かりやすく示すことができた。マーキングした資料はそのまま保存し，次の

授業で学習の振り返りや，印刷して教室掲示に使用することで，学習したことを定着させるようにし

た。単元終了後に行った市販テストでは，学級平均通過率

が99.6％で，100％の児童が21名中20名であった。このこと

から，児童に資料活用の力が付いたのではないかと思われ

る。

ウ 検証Ⅲ：ＩＣＴ機器を活用し児童にコミュニケーション

活動を行わせることによる思考力・判断力の高まり

実践後のアンケートでは，機器を使った発表は言葉や紙媒体だ

けの発表より分かりやすいと感じた児童が大変，少しを合わせて

19名中18名であった（図９）。児童が電子情報ボード上の資料を

指したり書き込んだりしながら発表することで，言葉だけでは表

しにくいことも，他の児童により伝わりやすくなった。また，児

童が書画カメラを活用することで，わざわざ画用紙や広用紙にま

とめ直さなくても，調べた際のメモやワークシートを大きく提示

することができるので，見やすく，手軽にコミ

ュニケーションをとることができた。

図10から，児童は，友達の発表を聞くこと

で，自分の考えを確認する，自分の考えに付け

加えをする，違う考えに触れるなど，友達の考

えを何らかの形で役立て，自分の考えの吟味を

行っていたと考えられる。図11は，ある児童の

ワークシートである。雪国に織物工場が多い理

由を調べ，「しめった空気が織物には合ってい

る」と記述している。しかし，この児童は，な

ぜ空気が湿っていて，織物によいのかというこ

とには考えが及んでいない。そこで，他の児童

の発表を聞いて，「雪がふるとしつどが高くな

図８ 資料を見た気付き

図９ ＩＣＴ機器で発表

図10 友達の発表を聞いて

図11 児童のワークシート
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り加工する時糸がきずつきにくく品質が高くなる」という理由に触れることができた。そして

「おりものに都合のよい雪のしっけ」とまとめ，新しい複合的な知識を得ていることが分かった。

単元終了後実施した市販テストでは，学級平均通過率が96.6％で，もっとも通過率の低かった児

童でも90％であった。このことから，児童に思考力・判断力が付いたのではないかと思われる。

エ 検証Ⅳ：動画視聴，テレビ会議の実施による知識・理解の定着

知識・理解の定着を促す解説付きの動画やフラッシュ

アニメーションを見て，児童全員が分かりやすかったと

感じていた（図12）。映像は動きがあり，音声や字幕に

よる解説も入るので，より実感を伴った理解へとつなが

った。

テレビ会議実践後のアンケートでは，児童全員が，テ

レビ会議をしてよかった，よく分かった，またしてみた

いと答えていた。児童は，相手の顔を見ながら，雪が降

っている風景や，雪に関する資料や実物を見せてもらい

ながら楽しくコミュニケーションを取っていた。そのこ

とが，実感を伴った理解を促したと思われる。単元終了

後，動画やテレビ会議の中にしか答えが出てこなかった

知識を問う問題を自作して，ミニテストを実施した。学

級平均通過率が95％で，もっとも通過率の低かった児童でも87％であった（図13）。このことか

ら，児童に知識が十分定着したのではないかと思われる。

以上，４つの視点で検証を行った。ＩＣＴ機器とマルチメディア教材を指導のねらいに応じ活

用することで，児童が社会科の４観点の力を付けることに効果があることが分かった。

６ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

ア ＩＣＴ機器とマルチメディア教材を，学習場面に応じて適切に組み合わせ教師が活用すること

により，児童の視覚に訴え，学習意欲を喚起し，児童に資料から情報を正確に読み取らせ，知識

として定着させることができた。

イ ＩＣＴ機器を，コミュニケーションを助ける道具として児童に使用させることにより，より分

かりやすい円滑なコミュニケーション活動を行わせることができた。その結果，児童の気付きや

考えが共有化され，自分の気付きや考えを吟味させる一助となった。

(2) 今後の課題

社会科や他教科における，ＩＣＴ機器やマルチメディア教材の活用が特に有効と思われる単元の

教材開発をし，誰にでも使えるよう汎用化し，ＩＣＴ活用のメリットを広めていく。
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